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要 旨

R本電信電話公社新宿払 および第二藤沢局のC63形自動交換楔ほC8形,C6形l`1動交換機の機種統一お

よぴC62形日動交換機の経済化を七日的として開発された｡

本報では新宿Jり),第二藤沢局の概要および経済化のための新技術とその成果について述べるし-】またこの経済

化にもっとも効果のあったDP川2段レジスタセンダリソクは電子計筒磯によるシミュレ叩シニ∫ンによi)その

件能を確認し,採用したがそのシミュレーシ三丁ンの結果についてヰ)述べる.-.､

1.緒 日

日本電信電話公社の市外専用クロスバ交換機には2線交換専用の

C6形自動交換機と4線交換専用のC8形自動交換機とがある｡

C6形自動交換棟は,昭和36年3月京都市外局においてはじめて

実用に供された,これがC61形日動交換株である｡C61形口動交換

棟はその一部に修正を加えながら1j消ミ1市外絹に続いて,東京,大阪

に次々に噂入された｡しかし昭和36年11月の前号計IiBiの政子汀,晰

和37年9月の料金制度の改言丁で,C61形1上l動交換機に大幅な機能

変更が必要となった｡

そこで新条件に合わせてC62形自動交換戟が設計され,東方く,大

阪の大都市をはじめ中都市にも導入され順調に稼動を続けている｡

またC8形自動交換概においてに,H什抑34年仙7クー局においてC80

形自動交換機が稼動にはいり,続いて設計されたC81形自動交換機

れ 総括応与および一部の中心局に続々と噂人された｡一方【上Ⅰ動即時

網が地方部前に拡大されるにつれてC6形およびC8形白動交換棟

も小規模で使用される枚会が多くなるが,この両者ほ本来大㍍)用と

して設計されたもので,小規模で使用することほ必F)ずしも経済的

ではない｡

一般の中心局では,中継交換だけでなく発信呼も扱う必要がある｡

そこでそれぞれの機能をもつ交換機を別々に設置した場合の経済的

批失をなくすことを目的として,この両機能を併合しC82形自動交

換撥が設計された｡

このようにしてC82形自動交換機の共通制御装置は発信呼を扱

うようになったため,課金制御なども行なうことになり発信交換枚

能を持った2線式のスイッチフレームを制御することが可能となっ

た｡そこで共通制御装置(デコーダ,マーカ,トランスレータ,コネ

クタ)はC82形日動交換枚のものを使い,スイッチフレーム,レジ

スタセソダ,トランクについてほC62形自動交換撥を共通制御装置

に合うように修正するとともに,大幅な経済化を行ない,C63形日

動交換棟が設計された｡

日立製作所においてはC63形自動交換楔を新宿局,第二藤沢局に

納入し,両局とも順調に稼動している｡

C62形とC63形とを比較するために,仮に第二藤沢局にC62形

*
日本電信電話公社

**
日立製作所戸塚丁場

l`1動交換機を設置したとして比較を行なうと,架数において約32%,

架列長でも約32%の経済化が行なわれている｡

2.中継方式と動作概要

C63形自動交換枚は20フレーム1トレーン形式を基本形式とし

ているが,大局では20フレーム2トレーン形式とすることができ

る｡さらに発信交換機と中継交換機の両方を必要とする比較的大き

なん∫)に対してほ,一方をC63形自動交換機(2線式)で構成し発信

専用とし,他方をC82形自動交換機(4線式)で構成し中継専用とす

る2トレーン形式とすることもできる｡なお,20フレーム1トレー

ソ形式では,60,000HCSの呼量を扱うことができ,出入茶本端子数

はC63形自動交換機の場合各3,200端子,C82形日動交換機の場合

各2,000端子である｡

C63形日動交換機の中継方式の一例(第二藤沢局)を図lに示す｡

またC63形日動交換機の動作概要ほ次のとおりである｡

2.1標準接続動作

(1)前位局からLD入トランク(LDICT-K)またほLM入トラ

ンク(LMICT-K)が起動される｡

(2)LDICT-Kはレジスタセンダリンク(A-RSL)を起動し,

A-RSLはDPレジスタセソダ(DPRS)を捕捉し,LDICT-Kと

DPRSの間を接続する｡DPRSは選択符号受信の準備をし,

LDICT-Kから送られてくるダイヤルパルスを待つ｡

(3)LMICT-Kほレジスタセンダリソク(B-RSL)を起動する｡

B-RSLはMFレジスタセンダ(MFRS)を捕捉し,LMICT-Kと

MFRSの間を接続する｡MFRSはMF受信器コネクタ(MFRE

CC)を起動し,MF受信器を捕捉する｡MF受信器を捕捉したの

ち,前位局にA,B線の極性反転によって接続準備完了信号を

送る｡

(4) レジスタセソダは前位から送られてくる選択信号を受信蓄

積する｡

(5) レジスタセソダは定められた数字数だけ受信するとデコー

ダコネクタ(DC)を起動し,デコーダ(DCR)を捕捉する｡DCR

は接続を要求している入トランクのクラスを識別し,またこの交

換点で必要な選択数字の一部が前位局で消費されている場合はそ

れを再生する｡

(6)DCRはトランスレータ(TLR)を起動し,Aコードおよび

ー34-1
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圃4 CA63号A-DPレジスタセソダ用架

(10)MKRほ起動さJLるとたたちに人トランクの収解されてい

るストソナフレーム番-けを言放別する.｡

(11)MKRはDCRから出トランク選択に必安な帖搬をもし■)う

とただちにトランクブロックコネクタ(TBC)を起動しトランク

選択を行なうr,

(12)糾トランクを選択したら,その巾トランクの収容さJtてい

るスイ､ソナフレーム番号右丁識別する.ノ

(13)MKRは人フレ叩ム,肘フレームを起動L,人トランク,

出トランク間のあいているチャネルを選び人トランク,出トラン

ク間を接続する〔)

(14)人トランクが課金を要するトランクであれば入フレームを

起動したのち,MKRは課金リンクフレーム(KLF)を起動し,こ

れをDCRから受信した諜金情報により制御し,入トランクヘ送

】 35一
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図5 CA82号Aトランスレータ架

評 論

図6 左からCA63号A課金リンク

架,CA63号A入1次スイッチ架,

CA63号A入2次スイ ッチ架,
CA63号B入2次スイッチ架

る課金パルスを抽出する｡

(15)MKRは出トランクのA,B線の状態をレジスタセンダ,

レジスタセンダリンク,入トランク,入フレーム,出フレームを

通して調べる｡(通話路導通試験)

(16)通話路導通試験の結果出トランクが正常であることがわか

れば,MKRはスイッチフレームのホールドマグネットが入トラ

ンクの地気で保持したことを確認し,またKIノFの動作終了を確

認してレジスタセソダに接続が終了したことを知らせる｡レジス

タセソダはMKRを復旧させる｡

(17)レジスタセンダはA線に地気,または＋50Vを付加して

出トランクの起動を行ない,片線起動の場合には後位装置が起動

されるとB線に地気(または＋50V)を付加するので,レジスタ

センダでこの地気(または＋50V)を検出し起動確認をとる｡

(18)レジスタセンダはDCRから指示された信号形式により,

後位に選択信号を送出し復旧する｡

(19)入トランクは後位局からの応答信号が捕ってきたら,涙金

トランクであれば課金を行なう｡

(20)前位局から切断してきたら,入トランクはスイッチフレー

ムおよび後位を開放し自らも復l口する｡

(21)被呼老がさきに送受器をおくと入トランクは10～20秒後

むこスイッチフレームおよび後位を開放し,前任に話中音を送り先

呼老が送受器を下したとき復旧する｡

2.2 特殊接続動作

2.2.1話中接続動作

(1)レジスタセソダリソク,レジスタセンダの捕捉

入トランクがA-RSL,DPRSを捕捉しようとする場合ほ第1

パルスが到着するまで待合わせ,DPRSを捕捉する前に第1パ

ルスが到着すれば入トランクから前位へ話中音を送る｡

入トランクがB-RSL,MFRSを捕捉しようとする場合,そ

れが話中であれば待ち合わせる｡

(2)DC,DCR,TC,TLR,MC,MKR,TBC,スイッチフレ

ーム,KLFが話中の場合は待合わせる｡

(3)出トランクが全話中の場合はオーバフロートランク,マ

スタビジートランク,またはリオーダトランクに接続する｡

これらも全話中の場合は入トランクから話中音を送出する｡

(4)チャネル全話中の場合はトラソクを替えて,再びチャネ

第48巻 第6号

図7 左からCA63号A出1次スイッチ架,

CA63号A出2次スイッチ架

ル整合を行ないそれでも全話中のときは(3)の動作を行なう｡

2.2.2 事 故 動 作

2,3の例をあげるにとどめる｡

(1)障害探索を容易にするためレジスタセンダをスタックす

る(入トランク,通話路,出トランクを保持したままセソダの

動作をとめ,障害の状態を保持する)ことがある｡

それほたとえば次の場合である｡

(a)入フレーム識別を失敗した場合｡

(b)時限にかかった場合(たとえば,接符号の送出,復

旧時)

(2) レジスタセンダで(1)以外の障害を検出した場合,また

はDCR,MIくRがレジスタセソダにリオーダを指示した場合

は,DPRSは入トランクより話中音を送出し,MFRSではリオ

ーダトランクに接続する｡

(3)DCR,MKの障害

(a)DCRがMKR起動前に障害になった場合,障害状況

の記録を行ない,その後センダにリオーダ指示を行なうかま

たはリオーダトランクに接続する｡

(b)DCR,MKR結合中またはMKRのみが動作していて,

スイッチフレームのホールドマグネット動作以前‾に障害が生

じた場合は障害記録を行ない,リオーダトランクに接続する｡

またホールドマグネットが動作した後であればレジスタセン

ダにリオーダを指示する｡

(4)TLRに送った選択数字のうち20ut Of5のコードがく

ずれているものがあれば,人トランクの番号,センダ番号を占亡

録する｡

2.2.3 そ の 他

(1)回線障害の場合の動作

市外線の大量の事故の場合はなんらかの処置をしないと胡▲呼

により共通制御装置に異常な負荷がかかり,正常な回線への呼

にも影響を及ぼし,また迂回を増加させ回線網の転換(ふくそ

う)をきたす｡

C63形自動交換枚においてほ,市外線の事故の場合はTLR

または付帯装置架においてジャンパし,迂回の制限を行ない,

かつ一般加入者からの呼にはその旨トーキーサービスを行ない

再呼を防いでいる｡
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表1 新宿局および第2藤沢局納C63形自動交換機の概要

項 口 新 宿 局

前 位 局

人回線設備数

=同線設術数

規 模

最終フレーーム形式

東京"3”区両所属の市内分局

570Lロ1 線

1,407回 線(このうち

1上里馳_墜垂〕

4フレーム

20フレーム形式

第 2 藤 沢 局

藤沢肘中局区域の端局,分局

1,380lロー 練

1,393回 線

12 フレーム

20 ‾′レーム形式

表2 ジャンパと動作するリ レー

ジ 十 ソ

CLA と LNB

CLA と HNB

CLA と HPB

CLA と LPB

CLB と LNB

CLB と HNB

CLB と HPB

CLB と LPB

デコーダで･勒作するりレー

CLA

CLA,CLB

CLB,CLC

CLC

CLD

CLD,CLE

CLE,CLF

CLF

(2)C線誤地気の場合

スイッチフレームのチャネルの制御線であるクロスバスイッ

チのC線に誤地気があると,すべてのチ17ネルがその誤地気の

ために復旧不良になるおそれがある｡そこでC63形自動交換

機では,C線に誤地気がある場合はDCRで入トランククラス

が受信できないようにし,入トランクの番号を記録するように

して誤地気のある個所の発見を容易にしている｡

(3)空 番 接 続

加入者が婆番号をダイヤルした場合は,トーキートランクに

接続する｡

3.新宿局,第二藤沢局の概要

新宿局ほ東京3】束両の発信タンデム局である｡従来C61形自動

交換機でこの3区画の市外発信呼を扱っていたが,呼量が増加し容

量が不足してきたため別ユニットとしてC63形白動交換扱が設置

された｡日■1∴製作所で納人したC63形日動交換機は"B”ユニット

と呼ばれ淀橋,中野,四谷,烏山の各分局からの市外発信呼を扱う〔二.

出トランクは一部C61形自動交換放と複式がとられている｡

第二藤沢局TOSの中継方式は図lに示すとおりである｡藤沢呉ミ

中局区域は閉番号化されていないため,第二藤沢局TOSはその集

中局区域に属する端局間の交換および集中局区域からの市外発信交

換を行なう｡新宿局TOS"B”ユニットと第二藤沢斤.与TOSの概要

を表1に示す｡

1.経済化のための新技術とその成果

C63形自動交換機の経済化にあたってほ種々の新技術が導入され

たが,ここではその2,3の例をあげ,またC62J捗自動交換棟に比べ

てどれくらい経済化されたかを述べる｡

4.1 レジスタセンタリンクのる線化

C62形自動交換機では人トランクとセンダ間は12本のリンクで

接続し入トランクとセソダ閉またほ入トランクとマーカ問の制御を

行なっていた｡C63形自動交換機においては新しい課金指数の蓄積

法(課金リンクの採用)の開発,人トランクからデコーダへの人クラ

ス送受用リードの減少などにより,入トランクとレジスタセンダ間

のリンクを6本にし,レジスタセンダリンク架の経済化が行なわ

れた｡

(1)課金リ ンク

市外発信交換機においては接続時にいかなる時間間隔で料金登
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貸を行なうべきかを決定しなければならない｡従来ほ人トランク

に用意されている謝金指数リレーを料金尊算を子fなうべき時間間

隔に止こじてマーカまたほデコーダから動作させこれによってKパ

ルス分配装醍から所要のKパルスを取り附し,これによって料金

鷲算を行なっていた｡この方法でほ課金指数リレーは15種類の

Kパルスを得るために少なくとも4個必安であり,したがって一

般に入トランク,マーカ間のリードも4本必要である｡課金リン

クはクロスバスイッチのバーチカルを各課金トランクに割り当て

ておき,これをマーカからl自二接制御するので人トランク,マーカ

間のリードが小用になる点に着F‾】したものである｡クロス/ミスイ

ッチは3線式クロスバスイッチでセレクトマグネット0,1で切帝

えを行ないホリゾンタル側を16としこれにKパルス分配架から

のKパルスを接続する｡

マーカはこのホリゾソタルを課金情報により動作させ,その後

トランク対比このホールドマグネットを動作させ,所要のKパルス

を人トランクに送る｡

(2)入トランククラスの識別と消去数字の再生

入トランククラスおよび消去数字の送受信回路を図8(a)iこ

示す｡

図8(a)の人トランクほLD人トランクで消去数字再生の必要

な場合を示す｡デコーダは入トランククラス識別および消去数字

の再生時に4種焼の電圧LNB(-48V弱),HNB(一48V強),

LPB(十150V弱),HPB(＋150V強)を送り出す｡入トランク

では入トランククラスに応じてLNB,HNB,LPB,HPB端子と

CLA,CLB端子とがジャンパされているので,デコーダのCBS

ー37-
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図9 左からCA82号A付帯装置架,

CA82号A集中試験架,CA82号A監

視信ぢ･架,CA82号L入回線試験用架

リレーが動作するとデコーダのCLA～CLFリレーのうちいくつ

かがジ1タンパに応じて動作する｡デコーダは動作したリレーの組

合せにより入トランクのクラスを知る｡ジノ17ノバと動作するリレ

ーの関係を表2に示す｡図8(a)ではCLA,CLDリレーが動作す

る｡入トランククラス識別が終わるとデコーダのCLKリレー(図

では巻線ほ省略してある)が動作するので入トランクのCOリレ

ーの電池側の地気がなくなり,COリレーが動作する｡選択数字

の一部が前位局で消去されているときは,人トランクのCOリレ

ーはリードを切換える｡デコーダは図に示されていないが,入ト

ランクのCOリレーが動作したことを確認して,その後入トラン

ククラスと同様に消去数字を再生する｡この人トランククラス識

別,消去数字再生回路は図8(a)からわかるように電圧供給線が

共通になっているので,この共通の緑に誤地気があればほかの全

デコーダのクラス識別に支障をきたす｡これを避けるため誤地気

検出回路が設けられている｡図8(b)ほその略図である｡図8(b)

のHNB端子に誤地気がある場合,HNBを使う入トランククラ

スは識別できなくなる｡しかし全デコーダが入トランククラス,

消去数字の再生を行なっていないときに,この誤地気により全デ

コーダのCBSリレーのブレーク接点を通して集中試験架のⅩG

リレーが動作し,MJ警報を出す｡,保守老はキーETを押してト

ランク用架のETりレーを動rFさせ,リードを集中試験架側に切

り換える｡ETリレーの接点よりトランク側に誤地包もがあれば集

中試験架の低抵抗RBを通した電池でトランク用架のヒューズが

溶断し,トランク用架からMJ警報が出るので誤地境のある架が

わかる｡また必要のある場合は集中.拭験架の予傭電源を使用する

こともできる(+

4.2 2段構成レジスタセングリンクの採用

C63形自動交換棟でほDPレジスタセンダ用のレジスタセングリ

ンクも2段構成にしている｡C62形自動交換機では1段構成にして

いるので,グレーディノダを行な/-てもレジスタセソダ能率は50%

程度であったカ＼2段構成の採用により能率を約70ク左まで高めるこ

とができ,装置数は約38%減少した｡

ん3 仙F受信器の共通化

MFレジスタセンダのMF受信器が使用されるのはMFレジス

タセソダの保留時間の一部に過ぎない｡それでMF受信器をMFレ

ジスタセソダ1個につき1個としないで共通化し受信器の使用能率

の向上をはかった｡
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表3 C63形自動交換機とC62形自動交換機の比較

C63形自動交換機 I C62形自動交換機

継
下屯

敬
一
数
一
長
一
…

LD l,120回 線
LM 260回 線

151架

LD l,120回 線
LM 260回 線

221架

128m 188m

GW呵

麟

A

K

M

W

W

W

有

リート

クロスバスイ

クロス/こスイ

30,234個

12,184個

0個

60個

1,248個

チし6W〕312個

チ(3W)432個

WA,WJ,WG 57,409佃

WK ll,241個

WM 5,965個

有 棲 465個

リード 2,155個

クロスノミスイツ子(6W)384僻

クロスバスイッチ(3W)360個

4.4 フレーム識別の直流化

C6形自動交換機のマーカほ通話路をつくるたど)に接続を要求し

た入トランクの収容されている人フレーム番号と捕捉した出トラン

クが収容されている出フレーム番号を知る必要がある｡C62形自動

交換機ではこの人フレーム番号,出フレーム番号の識別に多周波信

号を使っていた｡多J司波信号を用いたフレーム識別法は謡生別リード

が1本で足りるという利点があるが,多周波信号の発生装陛,受信

語注などを必要とする欠点をもつ｡

そこでC63形自動交換機では,1本のリードで向流により一度に

1個ずつ(oneatatime)にフレーム識別を行なうようにした｡

入フレーム識別の概略を図10に示す｡

マーカ0のIFCリレーが動作すると,マーカ0の＋150Vがデ

コーダコネクタのdc一接′札 レジスタセンダのrc接点,レジスタセ

ソダリンク,入トランクのCO接点,COa接点を通ってマーカ0の

ifc接点を通りIFO,ISAリレーを動作させる｡IFOほ人フレーム番

号が0番であることを,ISAリレーは入トランクがクロスバスイッ

チのAサイド(人一次スイッチには6線式クロスバスイッチをバー

切換えして用いているから,入トランクがAサイド,Bサイドのど

セノらに収容されているかも戯別しなければならない)に収解されて

いることを示す｡

このIFCリレーがほかのマーカでも動作すると,IFO･～19リレー

のどれかが誤動作するので,IFPリレーをおいて一般に使用されて

いる二重閉塞回路を構成している｡

4.5 Cd2形自動交換機との経済比較

4.1～4.4において述べたように,新技術の採用によりC63形自

動交換機は,C62形自動交換榛に比べて大幅に経済化されたが,一

例として第二藤沢局にC62形自動交換機を設置するものと仮定し

て比較を行なうと表3のようになる｡これにより架数で約32%,架

列長でも約32%節減されていることがわかる｡
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5.2段接続セングリンタフレームの検討

C62形自動交換機においてほ,MF用トランクとMFセンダとの

間のセンダリンクは2段構成であったが,DP用トランクとDPセ

ソダとの間のセンダリソクは一段構成であった｡それはMF用ト

ランクには待合せができるが,DP用トランクはダイヤルポーズ間

接統が必要であるからである｡

DP用トラソクの場合,ダイヤルポーズ間にセソダまで接続され

なければ損失呼となるが,このダイヤルポーズほ加入者のダイヤル

矧生,前位のセレクタで消費される時間によって左右される-〕

従来はこれらの点の解析が困難であったため,安全を考えで一段

構成が使われていたが,この点を電子計算機によるシミュレーショ

ンにより解析した｡

コントローラはレジスタセンダリソク1偶につき1個で,その保

留時間を100ms,そのほかの条件を‾下記のとおりとしたく､

レジスタセンダリソグフレーム数

….4(レジスタセンダ側端子全複式)

レジスタセンダ数

ト ラ ンク 数.‥

呼 数‥.

ダイヤ/レポーズ…

....50

‥.100×4

.‥.2.8呼/秒
加入者習性分布

セレクタポイント使用度数分布

呼の生起確率‥‖

呼相互の優先順位..…

トランク,レジスタセンダ間の

パインリンクができるまでの時間‥

リ ン ク 数‥…

.‥.アーラン分布
ランダムハンティング

… 60ms

5本(格子当たり)

この条件により,シミュレーションを才子なった結果次のようにな

った√,

待合せなしでもポーズ不足となる確率

コントローラ待合せでポーズ不妊となる確キミ‥

レジスタセンダ待合せでポーズ不妃となる確率.

レジスタセンダリンクの呼損率‥

719

4/1,000

2/1,000

5/1,000

10/1,000

この結果より,DPトランク用のレジスタセソダリソクの2段構

成はできるものとして,C63形日動交換機では2段構成にした.-.こ

の効果は4.2ですでに述べたとおF)である..

る.結 言

C63形Il動交換機ほ,C62形日動交換機に比べて大幅に経折化さ

れたのでその適用範囲が拡大され,地方の中小都市にも導入される

ことになった｡

従来C61およびC62形自動交換機により大都市の市外発信の自

動即時化が強力に進められてきたが,今後はC63形自動交換機の採

用により大都市と並んで地方都市の自動即時化も大幅に推進される

ことが期待される｡

通信事業に関係するわれわれとしては,今後は市外通話サービス

向上をはかるために,新規サービスの噂入,回線網の有効な偵用方

法の開発などにも努力を続ける必要があると考える｡

終わりに,ご指導を賜った日本電信電話公社な仁)びに11う土製作所

の各位に厚く感謝の意を表する｡
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特 許 の 紹 介

特許弟454164号(特公昭40-2958)

熱 交 換 器

この発明は,ガス分離装置などに使用されているハンプソン形熱

交換器を′+､形かつ安価に製作できるようにした製作法に関するもの

である｡

′､ソプソン形熱交換器は伝熱管を心金に20～50段も巻き付けて
構成するものであるから,巻付時の自重によるたわみを一定値l小こ

するために,従来心金を相当に太くするかまたは2掛こ分離せねは

ならず,大形かつ高価なものとなっていた｡

この発明は,心金を両端部以外のたとえば中央にて支持して伝熱

管巻付作業ができるようにしたもので,具体的には,伝熱管4の通

り得る切欠き7を適当数有し,かつ心金1を全端部以外の少なくと

も1個所で支承する受リソグ6と,この受リング6を回転白布に女

･A

､､ミ

黎

国1

菊 地 和 平･渡 部†[敏

の 製 作 法

持するローラ9,10を有する受台8とを設け,伝熱管巻付時には心金

1を受リング6を介してローラ受台8に支承させつつ適当な動え式

の回転装置により心金1および受リング6を回転させ,伝熱管4を

たとえば右端から心金1に幾段にも巻き付けていき,そして伝熱管

4が心金1の中央部に至れば受リング6の切欠き7を通して伝熱管

4を右方から左方へ移し,前と同じ要領にて心金1に巻き付けてい

くのである｡なお,図中2および3は管板である｡

このように,心金を両端部以外のたとえば中央にて支持して伝熱

管の巻付作業ができるから,心金を著しく細くでき,小形で安価に

熱交換器を製作することができる｡ (山元)
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